
16：出力が長い場合は‥ 2016年06月 加藤 厚

16-1 最大の出力先を活用します。

例えば、05の資料14では、値の
範囲が5から240に及ぶため、度数
分布図は textareaに収まりません。
また、「区画化」による正しい分布形

状表示を目指した12では、階級値
が実際の値と対応しない点に改善の

余地があります（例：資料31）。
こんな場合には「最大の出力先」、

つまり web頁それ自体の活用が有
効です。そこで、今回は、貼り付け

られた列dataから実際の値を階級
値とする度数分布図を作成して現頁

に出力する scriptを作成します。

16-2 12のscriptを原型として‥

以下の変更を加えます：

①例の差し替え（資料14のそれ）
②出力先の変更（現頁へ）

③最大値～最小値までの実際値出力

16-3 現頁に出力するには‥

document.write(“文字列”)と指定
します※。

※“文字列”を“<img src=’○○.jpg’>”の
ように指定すれば画像表示も可能。

<pre>は preformatted=整形済み
を意味するhtmlのタグで、この指
定によって改行（¥nや<br>）が有
効になります※。

※本来、出力の最後には</pre>があるべき
ですが、ここでは省略。；-)

16-4 頁に出力すれば‥

コンパクトさよりも詳細さに重点を置けます。そこで、

＊と目盛り・軸を1％につき1記号にしました。
ちなみに、現頁への出力の場合、[戻る]などで起動画面
に戻って次の処理を行うことが可能です。

【発展課題】

件数０の階級の表示の有無※を選択可能にしてみましょ

う。※長所：有＝分布形状の表現を重視 vs. 無＝出力がコンパクト
☆Link先のscriptは“ユニット化”の例：表示(){前();含０();後()}。

<title>現頁への出力</title><!-- saved from url=(0008)about:internet -->
<form>
<textarea rows="16" cols="24"></textarea><br>1.一列＠表計算ソフトをpaste※
<br>2.<input type="button" value="OK" onClick="OK()">をclick<br>
※最終data 以降の改行は要削除。<br>

</form>
<script>
例="例\n5\n5\n5\n5\n5\n5\n15\n15\n15\n15\n15\n15\n15\n15\n15\n15\n15\n"
例=例+"15\n15\n15\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n25\n"
例=例+"25\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n35\n45\n45\n"
例=例+"45\n45\n45\n45\n45\n45\n45\n45\n55\n55\n55\n55\n55\n55\n55\n55\n"
例=例+"55\n65\n65\n65\n65\n65\n65\n65\n75\n75\n75\n75\n75\n75\n85\n85\n"
例=例+"85\n85\n85\n95\n95\n95\n95\n100\n100\n100\n110\n110\n120\n120\n"
例=例+"130\n140\n150\n170\n240";document.forms[0].elements[0].value=例

function OK(){
素=document.forms[0].elements[0].value.replace(/\r\n/g,"\n").split("\n")
名=素.shift();有=0;欠=0;和=0;二乗和=0;三乗和=0;四乗和=0;大=素[1];小=素[1]
for(i in 素){if(素[i].replace(/\s/g,"")=="")欠++
else{有++;値=(素[i])-0;和=和+値;二乗和=二乗和+値*値;if(値<小)小=値
三乗和=三乗和+値*値*値;四乗和=四乗和+値*値*値*値;if(大<値)大=値}

}
平=和/有;SD=Math.sqrt(二乗和/有-平*平);u=Math.sqrt((有/(有-1))*SD*SD)
μ3=三乗和/有-3*二乗和/有*平+2*平*平*平;桁=1000
μ4=四乗和/有-4*三乗和/有*平+6*二乗和/有*平*平-3*平*平*平*平
歪=μ3/(SD*SD*SD);尖=μ4/(SD*SD*SD*SD);分母=(有-1)*(有-2)*(有-3)
歪es=Math.round(桁*(有*有*μ3/(u*u*u*(有-1)*(有-2))))/桁
尖es=(((有*μ4)/(u*u*u*u))*有*(有+1)-3*Math.pow((有-1),3))/分母
小=Math.round(小);大=Math.round(大)
document.write("<pre>変数："+名+" 有効"+有+"+欠測"+欠+"="+(有+欠))
document.write(" 範囲："+小+"～"+大+"\n")
級=new Array();for(i=小;i<=大;i++)級[i]=0
for(i in 素)if(""!=素[i])級[Math.round(素[i])]++
目=" 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50%\n"
軸=" +----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+\n"
document.write(目+軸)
for(i=大;小<=i;i--){if(0==級[i])continue
白="";for(k=1;k<9-(i+"").length;k++)白=白+" "
p=Math.round(桁*級[i]/有)/10;星="";for(j=1;j<=p;j++)星=星+"*"
document.write(白+i+":"+星+" (n="+級[i]+"："+p+"%)\n")}

document.write(軸+目+"平均="+Math.round(桁*平)/桁+" 標準偏差=")
document.write(Math.round(桁*SD)/桁+" 歪度="+Math.round(桁*歪)/桁)
document.write(" 尖度="+Math.round(桁*尖)/桁)
document.write("\n不偏(=推定母)標準偏差="+Math.round(桁*u)/桁)
document.write(" 推定母歪度="+歪es+" 推定母尖度="+Math.round(桁*尖es)/桁)

}
</script>

資料38 表計算ソフトの列dataから横棒グラフを現頁に出力するJavaScriptの例

\n(改行＠正規表現)で例dataを指定。

㉕頁出力は document.write(“文
字列”)と<pre>で行う※。
※出力中の改行は\nでも<br>でもOK。

<pre>は“整形済み”(改行は\n/<br>共にOK)。

資料39 資料38の内容の実行結果

この条件を外せば全階級を出力します。


